[bookmark: OLE_LINK1] (
注
)
裏面の「勤務証明書記入上の注意」を参照の上で、記入してください。
)	本人記入不可
保育士試験見込受験資格認定用　勤務証明書（児童福祉施設）
1． 勤務者氏名及び生年月日
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和・平成・令和　　　年　　　月　　　日生
2． 施設の名称等
	施設の名称
	

	設置（実施）主体
	

	運営主体
	

	実施場所
	住所
	

	
	電話番号
	

	認可等年月
	



3． 施設等種別（該当する項目に○を記入）
	
	①認可保育所（保育所型認定こども園含む）
	
	⑧障害児入所施設 

	
	②幼保連携型認定こども園
	
	⑩児童発達支援センター 

	
	③助産施設
	
	⑪児童心理治療施設 

	
	④乳児院
	
	⑫児童自立支援施設

	
	⑤母子生活支援施設
	
	⑬児童家庭支援センター  

	
	⑥児童厚生施設（児童館）  
	
	⑭里親支援センター（令和6年4月1日以降の勤務に限る） 

	
	⑦児童養護施設 
	
	



4． 勤務期間等
	勤務期間
	総勤務時間数

	自
	( 昭・平 ・令 )　　　年　　　月
	

時間

	至
	( 昭・平 ・令 )　　　年　　　月
	

	計
	
	


　
	雇用契約上の所定勤務時間（休憩時間を除く。）

	証明日時点
	□
	一月当たり
	□
	一週当たり
	
	時間

	変更後
（勤務時間の変更予定がある場合）
	□
	一月当たり
	□
	一週当たり
	
	時間

	変更の時期
	自
	令和
	
	年
	
	月



上記の者は、上記２の対象施設において、児童の保護または援護に従事していたことを
証明します。
 (
公印
)令和　　　年　　　月　　　日
証明者職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	証明書作成部署
	
	連絡先
	


※　証明書の記載内容確認のため、連絡をする場合があります。
「勤務条件について」
１　以下のいずれかの要件を満たす者で、試験当日までに１年以上の勤務が見込まれ、試験実施から１年以内に２年以上かつ2,880時間以上の勤務が見込まれること
→勤務証明書発行時点で９か月以上の勤務で総勤務時間数が概ね1,080時間以上であることを満たすこと。

（要件）
・平成３年４月１日以降の学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づく高等学校を卒業（保育科は平成8年4月1日以降の卒業）した者又は中等教育学校を卒業した者
・学校教育法第90条第2項の規定により大学への入学資格を認められた者
・通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した者を含む。
・文部科学大臣により上記のいずれかと同等以上の資格を有すると認定された者

※　複数施設での勤務の場合は、あわせて１の勤務期間を満たしている事が必要です。
それぞれの対象施設ごとに本証明書を作成してください。

２　勤務期間の考え方
勤務期間として次の期間の勤務は記入しないでください。
ア　「認可等年月」より前の期間
イ　証明日より後の期間（勤務見込みの記入は不可）
ウ　受験申請期限より後の期間 (
勤務開始
認可等年月
証明日
受験申請期限
継続勤務中
)

	
	
	
	
	
	

	
	認可等年月
より前は不可
	証明書に記入できる勤務期間・総勤務時間
	証明日より後は不可
	受験申請締切日より後は不可
	

	
	ア
	
	イ
	ウ
	



雇用契約上の所定勤務時間（休憩時間を除く。） 
・ 証明日時点で在職中の場合は、当該時点の雇用契約上の１か月または１週間当たりの所定勤務時間（所定就労時間）（休憩時間を除く。）を記入してください。「一月当たり」又は「一週当たり」のいずれかの☐に✔を記入してください。（証明日時点で在職していない場合は、記入不要です。） 
・ 証明日時点において在職中の場合で、当該時点の雇用契約上の所定勤務時間の変更が予定されている場合は、変更後の所定勤務時間と変更の時期を記入してください。（変更の予定がなければ記入不要です。） 
[bookmark: _GoBack] 【例】証明日の令和８年12月31日時点で一週間当たり20時間勤務であり、
令和９年６月から月140時間勤務への変更が予定されている場合
	雇用契約上の所定勤務時間（休憩時間を除く。）

	証明日時点
	□
	一月当たり
	☑
	一週当たり
	20
	時間

	変更後
（勤務時間の変更予定がある場合）
	☑  
	一月当たり
	□
	一週当たり
	140 
	時間

	変更の時期
	自
	令和
	９
	年
	６
	月



